
第２回 宅地開発における無電柱化の実効性ある推進方策検討会 議事概要 

 

 

【日時・場所】 
 

（日時）令和７年３月 27日(木) 10:15～11:45 

（場所）オンライン開催 

 

【議事要旨】 
 

（１）前回議事概要の確認 

・前回議事概要について、事務局から説明を行い、了承された。 

 

（２）宅地開発無電柱化の現況分析、必要性、目的や対象等について 

 ・資料について事務局から説明し、意見交換した。 

 ・委員からの意見は以下のとおり。 

    ○ 防災的観点では、緊急輸送道路、延焼遮断帯の整備が重要である。一方で、無電柱

化は連続性が大事なので、緊急輸送道路や延焼遮断帯との間がどういう風になっ

ていくのかの方向性も持つ必要性がある。 

 ○ バリアフリーに配慮する重点整備地区や移動等円滑化促進地区は、高齢者施設や

障がい者施設を核に設定されているので、災害時には福祉避難所として活用され

る施設も恐らく多い。このエリアで無電柱化することは防災面でも意味があると

考える。 

○ 景観の要素として、日々生活している中で、電柱が無く非常にすっきりした空が見

える空間が身近にあって、気持ちよく生活できるような環境が整えられていると

いったメリットがある。 

 


